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学 内 規 則

富山大学 放射性同位元素総合実験室

放射線障害予防規則の制定

富山大学放射性同位元素総合実験室放射線障害予防規則
を次のように制定する。

間如40年10月11日
富山大学長 横田嘉右衛門

富山大学放射性同位元素総合実験室放射線障
害予防規則

第1条 富山大学放射性同位元素総合実験室の放射線障害
の予防に関しては， 関係法令及び他の学内規則に定める
もののほか， 当分の間， 次の規程を準用する。
富山大学文埋学部 放射性同位元素実験室放射線予防

規程 〈注・昭和38年10月9日科学技術庁へ届出荷〉
附 則

この規則は， 昭和40年10月11日から施行する。

富山大学 放射性同位元素総合実験室

運営施行内規の制定

富山大学放射性同位元素総合実験室運営規程第8条の規
定に基づき， 富山大学放射性同位元素総合実験室運嘗施行

政 令 （高官官） ｜ 内規を次のように制定する。
339 予算決算及び会計令臨時特例の一部を改正 ｜ 同和40年10月11日

する政令 1o.21 I 富山大学放射性同位元素
344 国家公務員宿舎法施行令の一部を改正する ｜ 総合実験室長 横田嘉右衛門

政令 10 .29 l 富山大学放射性同位元素総合実験室運営施行
省 令 l 内規

文部34 文部省設置法施行規則の一部を改正する ｜ 〈趣旨〉
省令 9. 3 I第1条 この内規は，富山大学放射性同位元素総合実験室
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運営規程第 8 条の規定に基づき， 富山大学放射性同位元
素総合実験室（以下「実験室」という。 〉の運営の細目
及び富山大学放射性同位元素総合実験室運営委員会（以
下「委員会」という。〉 の任務に関し， 必要な事項を定
めるものとする。
（実験室使用の許可〉

第2条 実験室において， 放射性同位元素（以下「同位元
素」という。 〉 を使用しようとする者は， 委員会に申し
出て， その許可を受けなければならない。

2 前項の使用に関する申し出は， 委員会開催の日の前日
までとし， その使用期間は1年以内とする。 ただし， 使
用期間の更新は妨げない。

3 委員会は， 原則として3箇月 に 1回開催し， 前2 項の
申し出に対し， 使用目的， 使用期間， 使用する同位元素
の種類及び数量並びに持込物品名及ひ・その数量等につい

学

断に関する記録の作成並びに保管
(5）実験室内の汚染状態を検査又は測定した記録の作成

及び保管
(6) その他委員会の必要と認めた事項
（管理技術の助言〉

第7条 委員会は， 委員のうちから助言者を1名選出し，
前条に規定した実験室に関する事務 のうち放射線管理技

術に関する事項について， 事務 担当者におfし， 助言を行
なうものとする。

附 則
この内規は， 昭和40年10月1 1日から施行する。

富山大学放射性同位元素総合実験室使用心得

総合実験室の使用を許可された者及び管理区域内に立入
る者は， この使用心得に掲げる事項を厳守しなければなら

て検討し， 適当でないと認めたときは， その変更を求め ！ ない。
ることができる。

4 前各項によって使用を許可された者が， その届け出た
事項を変更しようとするときは， あらかじめ， その旨を
委員会に届け出なければならない。
〈汚染防止〕

第3条 委員会は， 管理区域内の同位元素により汚染する
おそれのある箇所及びその汚染状態を定期的に検査した
記録を検討し， 必要と認めたときは， 汚染防止のため実
験室の使用を中止させることができる。
（放射線障害の防止〉

第4条 委員会は， 管理区域に立入る者－の氏名， 被ばく
歴， 計算又は実測に基づいた被ばく線量， 血液検査及び
医師の診断に関する記録を検討し， 必要と認 め た と き
は， 実験を中止し， 又は管理区域内への立入を禁止して
放射線障害の防止に努めなければならない。
（実験室使用心得〕

第5条 委員会は， 関係 法令放びに富山大学健康安全管理
組織規程及び富山大学放射性同位元素総合実験室放射線
障害予防規則に基づき， 実験室の使用心得を定め， 同位
元素使用者及び管理区域内に立入る者に周知徹底させ，
放射線障害の防止に努めなければならない。
（委員会の事務 〉

第6条 委員会は， 次の各号に掲げる事務 を事務 局に委嘱
する。
(1）実験室使用に関する申請書の受理
(2）使用許可者の氏名， 使用目的， 使用期間， 使用する

同位元素の種類及び数量並びに持込物品名及びその数
量を記入した記録の作成並びに保管

(3）購入した同位元素の種類及び数量並びに購入者名及
ぴ購入先名を記入した記録の作成 並びに保管

(4) 同位元素使用者及び管理区域内に立入る者の放射線
による被ばく線量， 被ばく歴， 血液検査及び医師の診

！ との総合実験室には， 放射性同位元素の使用を許可さ
れた者及び総合実験室運営委員会の承認を得た者のほ
か。 みだりに立入ることを禁ずる。 もし， その他の者が
立入るときは， 放射線取扱主任者の承認を受けなければ
ならない。

2 管理区域内に入るときは， 汚染検査室に入と前に， 必
らず所定の履物にはきかえなければなら ない。 実 験中
は， 所定の実験衣を着用し， フイノレムバッジ又はポケッ
ト線量計をつげなければならない。

3 管理区域内（特に指定した場所を除く。〉 では， 飲食，
喫煙， 佑粧品の使用など をしてはならない。

4 実験室は， 各室とも常に清潔， 整頓に努め， 換気に在
意し， ドラフトのファンは， 実験中止めてはならない。

5 放射性同位元素の詰替え及び調製は， 実験室内におい
てのみ行ない， 汚染検査室， 測定室， 貯蔵l市及び汚物保
管庫において行なってはならない。

6 使用機械器具その他 実験室に汚染のおそれがあると
きは， 実験の開始前， 実験中及びその終了後， 汚染の有
無を検査しなければならない。 万一， 汚染の程度がはな
はだしく， 除去が困難なときには放射線取扱主任者に報
告しなければならない。

7 放射性同位元素を含んだサンプノレを管理区域外に運び
出すときは， 所定の容器に入れ， その表面において20 0
ミリレム毎時以下であることを確認しなければ なら な
し、。

8 液状放射性騎葉物は， 所定の排管を通して流さなげれ
ばならない。 ただし， 放射 能の高い物は， 排液溜に 入
れ， 排管を通して流しではならない。 国型放射性廃棄物
は， 可燃性と不燃性の区別をし， 備付けの容器に入れな
ければならない。

9 管理区域外に出るときは， そのつど ， 汚染検査室で汚
染の有無を確認しなければならない。 万一， 容易に汚染
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の除去ができないときには，直ちに放射線取銀主任者に｜ れも再任を妨げない。
届け出なければならない。 ｜ 第13条を次のように改める。

10 実験室内で火災が発生し， 又は実験室に類焼のおそれ ｜ 第13条 乙の基準の改正は，教授会の議を経て行なうもの
があるときには，発見者は消火に努めるとともに，放射 ｜ とする。
性同位元素の飛散の防止に努め，できるだけすみやかに ｜ 附則第2項を次のように改める。
守衛所並びに放射線取扱主任者に通報しなければならな I 2 削除
い。 I 附 則

〈間和40年10月11日制定〉 ｜ この規則は，昭和40年10月11日から施行する。ただし，

富山大学 教育学 部附属学 校長選考

基準の一部改正

富山大学教育学部附属学校長選考基準の一部を改正する
現 則を次のように制定する。

昭和40年10月11日
富山大学長 横困惑右衛門

富山大学教育学部附属学校長選考基準の一部
を改正する規則

富山大学教育学部 附属学校長選考基準〈昭和3 0年9月3 0
日制定〉 の一部を次のように改正する。

昭和40年12月に改選の者については，第11条の規定にかか
わらず，その任期は昭和43 年3 月3 1日までとする。
【改正理由】 附属学校長の併任発令の時期を，学校運営の

都合上学年の始期と一致させるため。
その他，条文および用語の補正を図るため。

諸 l』コ＝＝

�8回 評議会 c 9月10日〕
〈議題〉

1. 教官人事について
2 .  学生部長の選考について
3 .  学生の懲戒について

（報告事項）

議

第1＇条を択のように改める。 I 1. 41年度概算要求の文部省通過分について
第 1条富山大学教育学部く以下「学部 」という。〕の附 I 2 .  40年度歳出予算佼費追加配当調べについて

属小学校長，附属中学校長及び附属幼稚園長〈以下「附 I 3 .  40度営繕工事の実施計画について
属学校長」という。〉 候補者の選考は， 教育公務 員特例
法第13 条の規定により， 学長がこの基準によっ て 行 な
う。

2 前項の選考は，学部教授会（以下「教授会」という。
〉 の議を経て行なうものとする。
第2 条を次のように改める。

第2条 前条の候補者は，学部の教授のうちから選定する
ものとする。
第3 条の各号を次のように改める。
(1) 附属学校長の任期が満了するとき。
(2）附属学校長 が辞任を申し出たとき。
(3）附属学校長が欠員となったとき。
第6 条を次のように改める。

第9悶 評議会 U O月11日〉
（議題〉

1. 富山大学附属学校長選考基準の一部改正について
2 .  富山大学放射性同位元素総合実験室放射線障害予防規

則〈案〕について
3 .  41年度富山大学大学院薬学研究斜入試合格者について
4. 教育学部 9月卒業生の認定について
5. 転学部，転学斜及び専攻異動について

（報告事項〉
1. 教宮人事について

第1回 協議会 （10月11日〉
（議題〕

第6条 選考委員は， 次の各号に掲げる委員をもって構成 I 1 次期学長候補者の選考について
し，委員長には学部 長を充てる。
(1) 学部長
(2) 学部教授の互選により選任された者 4名
第11条を次のように改める。

第11条 附属学校長の任期は， 4月1白から翌々年3 月3 1
日までの2年とし，辞任又は欠員の発生により選任され
た者の任期は，前任者の残任期間とする。ただし，いず
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人 事 異 動

現 官 職｜氏 異 動 内

｜塚田欣 司｜助轍〈薬学部〉 に採用する
助

〈文
畠

部〉
裏

手崎政 男｜教授 に昇任きせる

講
。 ｜森谷佐三郎 グ

〈文理学部〉 師｜山口 博｜ 助教 授に昇任させる
。 ｜奥貫晴弘｜ ィ7

// 上 野 英雄｜ // 

容

品.... ,_ 

｜発令年月日｜発 令庁

I 40. 9. 1 I文 部 省

1 4 0. a. 1 I イク

1 4 0. 9.10 I 。

1 4 0. 1 0. 1 1 // 

。 イア

// // 

教
（文理学部〉

授 ｜高瀬重雄｜文理学部長 に併任するく任期は42. 8. 31まで） I 40. 9. 1 I 。

。 ｜養 田 実｜学生部長に併任する （任期は42. 9.14まで〉（工 学 部〕 。

。 ｜花井益一｜経済学部長事務代理を命ずる（君臨号��園）（経済学部〉 今
4少 ｜謄川栄作｜附属中学校長 事務代理を命ずる（賂間ヂ）〈教 育学部〉 ＃ 

｜福山 浩｜ 技術員（厚生課〉 に採用する 4 0 .  a.16 1 富山大学

｜茶山寛人 技能員（工学部〉 に採用する // 

｜上 村直己｜講 師（文理学部〉に採用する ィ7

｜山田知訓｜技能員〈工学部〉 に採用する 砂 // 
技

（薬
壁

部〉 員｜川又忠次郎｜事務員〈厚生課〉 に配置換する // 

用
（厚

整
課〉 員｜村中晴 治 ｜学生課 に配置換する 。 。

技 古E
〉 員｜小善ツャ｜会計課 に配置換する ィク 。く 。

// ｜土肥隆 三｜事務員に配置換する 1 4 0.10. , 1 （薬 学 部〉
dア

4ア
｜松 下義 春｜ 。（会 計課 〉

ィタ ，， 

。 ｜大 森貞夫｜（文理学部〉 。 。 // 

用
（会

務
計 課〉固ロ ｜ ｜ 酒井 実 ｜ 技能員〈施設課〉 に配置換する // // 

文
（
部
学

事
生 課

務
〉

官｜｜永森俊夫｜｜ 学生会 館係長 に昇任させる ベク /,r 

技
（会 計 術課〉 員 ｜｜ 廿判、 有一｜文部技官に任官 させる 。 /,r 

/,r ｜大田洋 子｜ イア（薬 学 部〉 。 /,r 

教 務
〉 員｜池田浩子｜ ィア 々 /,r （ dア

事
〈庶

書
課〉 員｜ 野 口 睦｜文部輔自こ任官 させる 。 /,r 

〈文岳部〉 大 野 教 山｜ // ィア 。

。 ｜掴Ill躍 立｜ /; // イケ

。 館盛貞信｜〈教 育学部〉 。 // // 

。 ｜村沢 厳｜ 。 。 ィア

// 加賀見 実｜ // // 。

4ア ｜河 崎 美智子｜ // 。 // 

’F 

く工学 部〕 。 。 // 
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現 官 職 ｜氏 名 i 異 動 内 容 ｜発令年月日 ！ 発 令庁
事

（工警 部〉
員 ｜中 川 紀 美 ｜文部 事務官に任官させる I 40.10. 1 / 富山大学

// ！ 大 坪 幸 子 ｜ 。 。 。

λV ｜滋 野 康 雄｜（図 書館〉
，ク イ少 。

警
cl計

事
〉
長

｜宮 越作次郎｜ 。 φ 。

。 ｜長 谷川 篤 郎 ｜ ィ7 。 // 
〈工学 部〉

作 業 員 長｜瀬島 勝四郎｜（ 。 〕 。 // // 

。 ｜ 山 口 雄 啓 ｜ // // 。（附属学校〉
。 ！栗 林 繁 治 ｜ // 。 // （教育学部 〉
。 ｜大 坪 力蔵｜ // ィク // （会 計 課〉
。 ｜高 井 保 雄｜ 。 。 砂

（文理学部 ）
講

〉
師 ｜ 松 井 厳｜静岡 大学に出向させる // イア

// 

。 ［ 平 沢 良 介 ｜辞職を承認する （地方公務員に出向〉 I 40. 9. 30 1 。
（工学 部〉

の好意で， 我が国の近代的学校建築の模様などが天然色映
Aナ主A 内 諸 報 画によって紹介された。

事 務 職 員
職 員家族大 運動会

研 修 dヨ』ミ
第4回富山 大学職員家族大運動会は， 下記のとお り行な

行政職（ー） 7 等級クラスの職員（約印名〉を対象とし われた。
た本学の事務職員研修会は， 8月23日〈月〉から4日間， 記
薬学部 2番教室において開催された。研修日程， 制日及び と き 10月30日（土〕 午後1時～4時
講師は下記のとおり。 と乙ろ 本学グヲンド

記 競技種目 ①男子1 oom競走， ①女子50m競走， ①玉入
8月23日 開講式（事務局長拶按〕， 国家公務員法〈庶務 れ， ④拝借競走， ①（玉とろがし〉， ①百足競走，

課長〉， 大学財政と特別会計制度（会計課長〉， 行政組 ⑦（宝さがし〕， ③綱引き， ①ぴん詰めレース，
織の概要（教育学部講師菅野貞雄〉， 大学関係法規（庶 ＠年令別部局対抗リレ｛
務係長〉， 事例研究 競技成績 （総合〕

8月24日 職場における望ましい人間関係（教育学部 教授 優勝 文理学部 40·"' 5位 教育学部 26点
溝上茂夫〕， 会計事務組織〈会計課長補佐〉， 予算事務 次勝 本部（軽量）37 6位 工学 部 25 
編成・配付及び執行（司計係長〕， 支出負担行為及び支 7 {立 薬 学 部 21 
出事務（総務係長〉， 収入事務及び債権管理（出納係長 3位 附属学校 33 

〉， 事例研究 4位 経
短

済
大

・図 書・28 
8月25日 共済組合（総務係長〉， 管財事務〈管財係長）． なお，今回は初の乙乙ろみとして， 参加賞の福引が行な

学校施設（施設課長〉， 学生課の業務（学生課長〉， 厚llわれ， スピードクジによって多種の景品が交付され好評を
生課の業務（厚生課長）， 事例研究 博したが， 特賞の洋ぶとんは工学部 技術員の山本健市さん

8月26日 物品の調達（用度係長〕， 勤務・分限・服務及 が穫得した。
ぴ懲戒（人事係長〉， 法令用語（庶務課長補佐〉， 文書
事務（文書係長〕， 事例研究 職 員レクリエーシヨン
反省会及び閉講式〈於学生会館ホー／レ〉

班役 員などきまる
なお， 事例研究は， 職員の服務， 人事管理及び固有財産｜

の管理等について， 庶務課及び会計課の課長， 課長補佐等 本学レクリエーシヨン委員会の本年度の専門部会部員お
が助言者として指導に当っ た， よび各班長などは， 各班からの推せんに基づき， 10月7日

ま た， 第3日目学校施設に関する講義のあと， 大成建設 のレクリエーシヨン委員会および同12・13両日開催の各専
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第69～71号

門 部会の議を経て次のようにきまった。 ！ 
なお， 各班とも専門部 会部員2名のうち 1名は， 班長が ｜

それぞれ兼ねることになり， また文他部会においては黒坂 ｜
部 長の海外出張中は， 同部会の若林部員がその代理をする1
ととになった。
各班の役員および登録班員数は， 次のとおり。

記

｜ 班 名｜ 班 長 ｜ 部 会 部 員 陣数｜

体育部 会 部 長 斉 藤 隆 （図〉

野 球 高 岡 博（施） 島田政信（文〕

排 球 斉藤 隆 （図〕 今江秀男（学〉

卓 球 小森 典〈文〕 長沢義男（薬〕

庭 球 松本弘一く薬〉 中川 孝〈教）

ボ
ソフト
ー／レ 田中久雄〈教〉 藤井政雄（厚〉

ノミ
ト
トミ

ン ン 平野茂良（庶可 斉藤 隆（図〕

山 岳 山岸長幸（経） 宮越一男（庶〉

文イじ部会 部長 黒 坂 富 治 （教〉

華 道 柴田富美枝（会〉

42人

28 

38 

33 

55 

37 

51 

手 芸 渡辺登美枝（庶〕 御福富美子（学〉 33 

書 道 若林良吉（庶〉 平岩広一（図）

絵 画 扇谷甚右衛門（経〉 草島幸雄〈学〉

写 真 宮越一男（庶〉 館盛貞信（教〕

音 楽 黒 坂 富 治 〈教〉 下川浩一〈短〕

茶 道 結城善之（教〉 武 久美子（庶〉

娯楽部会 部 長 加 藤 昭 作 （会〉

囲 碁 高木行 則（教〉 平岩広一（図〉

将 棋 若林良吉（庶〉 中国昭陣（教〉

釣 平岡幸 一〈庶〕 安間 基（施〉

麻 雀 加藤昭作〈会〕 高松正雄（経〉

11 

1 g 

42 

45 

38 

6 4  

2 0  

5 2  

43 

（班員数は5 月 20日現在〉

学 内 職 員釣大 会

本学職員レクリエーシヨン娯楽部会釣班主催の本年度の
釣大会は， 有国局長など26名の職員が参加して， 下記のと
おり行なわれた。

記
と き 1 0月 31日（日） 9時～14時
ところ 新湊市堀岡
民 績

品A守・

（総重量によるもの〉
① 早崎寛威（会計〉
① 藤 井伸市（短大〉
① 川島勇次（会計〉

④ 平岡幸ー（庶務〉
① 富田龍二（施設〉

（大 物質〉
① 早崎寛成（会計〉
① 北林秀次郎〈教育〉

① 南 立作（工学〉

R連盟ソフトとバレー大 会

全国公務員レクリエーシヨン富山地区運営委員会（R連
盟〕 主催による本年度の共同 事業のうち， ソフトポー／レと
バレーボーJレ大会がそれぞれ下記のとおり聞かれた。

記
【ソフトボー／レ大会】
と き 9月6日〈月）及び8日（水〉
ところ 不二越球場
参加者 16事業所 20 チ｛ム
競技結果〈準々決勝以上〉

基 準 局一 、 6 ＠ ， 一法 務 局
｜一一i@ 1 1一一 ｜

財 務 部ー1® I I 61－裁 判 所トー①：2一一｜
公益事 業一回J 1 © l－�1一

国 土 地 理

営 林 署＿1 4 ①」本学（B)
優勝＝富山 財務部 次勝＝富山大学Bチ｛ム

【バレーボーノレ大会】
と き 10月25 日（月 〉
とζろ 本学バレーコート
競技結果（予選リ｛グ及び決勝トーナメント〕

(A) I郵｜気｜営
郵 便 l""' I 2 I 2 
気 象 I o l"'I 2 
営 利 。 I 0 I""' 

(B) 

大 学

公益

電 波

大 品F『札‘

＼ 2 

。 ＼ 
。

電

2 

2 

＼ 
郵 便 局一l①
公益事 業＿l()-1 0

優勝＝富山大学チ｛ム
次勝＝富山郵便局

富 山 大 学－ . ® I｜ 一一l①
気 象 台－＇ 0 

富山共済のバレーとソフト大会

富山共済組合支部 連絡協議会のバレーポー／レとソフトボ
ーノレ大会は，それぞれ下記のとおり行なわれた。

言日
【バレーボ｛／レ大会】
と き 8 月 27日（金〉
ととろ 本学体育館
競技結果く予選リ｛グ及び決勝戦〉
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報 昭和40年8月一10月

くA) I地｜市｜法

地方職員 l�l 2 I 2 
市町村 I 0 1�1 a 
法務局Io I 2 J� 

二三l三liftl±

�l�＋l�I� 
地方職員 2 : 0 富山大学

優勝＝地方職員 次勝＝富山大学
【ソフ ボーノレ 大会】

県営軟式球場
参加者 13団体（15チ｛ム〉
競技結果（準々決勝以上〉

富 大 B ーl 1 1 1 自 衛 隊｜一一1 6 8 1一一｜
法 務 局 B -1® I I ®＇ー富 大 A

1- 7 ： ＠一｜
安 定 所－1® I I ＠，一地 方 職 員ト＿I⑪ @I一一｜
財 務 部－＇6 5 ’一通 産 局

優勝＝地方職員 次勝＝職業安定所

文部共済北陸東海地区体育大会

経 済 学 部
経済学制 160名

薬 学 部
薬 学科 80名

工 学 部
電気工学 斜 40名
金属 工学科40名
生産機械工学料 40名

① 出願期限
昭和41年2 月12日〈土〉から 2月21日（月〉まで。
（郵送の場合も2 月21日までに必着のこと。〉

① 学力検査等日程

工業イじ学 糾 40名
機 械 工学 制 50名
他学 工学 制 40名

(1) 学力検査

午前9.00～10.30

。 11.00～12.30 
（水J 文制系 午後 1.30～3.30 

数 学
1.30～4.00 理制系 // 

3月24日

（木〉

外国語 nv
－

nu

nu
 

n4u
－

nu

nu

 

nu
一

dla

qL

N
一

略

。

nJ一
～
～

n同JV
一

nHu

nHU

一

門ぺυ

内ぺυ

冊
一

訓

1

午
hゲ部学

、tJj
工

部部部
学学学
郎

理育済
学

文教経
由情

理事：｜

第15回文部省共済組合北陸東海 地区体育大会は，福井 大｜ (2）健康診断
学支部を当番として，次のとお り行なわれた。 ｜ 3月24日（木）午後1時30分（薬・工学部は午後2時30

記 ｜ 分〕から診断を必要と認めた者について実施する。
④ 検査場所

経済学部 が富山工業高校，薬学部が富山商業高校，工学
部 が高岡高校で学力検査を行なうほか，ぞの他の検査は
それぞれ当該学部を検査場として行なう。

① 入試事務担当部局
富山 大学学生部 学生課〈教務係〉

① 合格者発表
3月31日（木〉各学部に掲示し，本人へ通知する。

⑦ その他の注意事項
(1）入学志願に関する詳細については，学生部で交付す

と き 8月 5-6 日〈木・金〉
ととろ 福井 大学グランド及び体育館等
競技結果

（次 勝〉

野 球 岐阜高等 鈴鹿高専

庭 球 金 沢 大 名古居 大

排 球 名古屋 大 金 沢 大

卓 球 名 工 大 // 

�日五$�長一｜王寸7

昭和4 1年度

富 山 大 学 学 生募集要項（按粋〉

① 学部 学王寺別募集人員
文 理学 部

文 学税 40名 理 学 斜 印名
教育学 部

小学校教員養成課程 100名
中学校教員養成課程 50名

る「学生募集要項」により承知されたい。
(2) 学糾新設予定について

付） 昭和41年度から経済学部に経営学制が新設され，
経済学部の定員は200 名となる予定。ただし，入学
試験は経済学糾，経営学斜を一括して扱う。

（ロ） 昭和41年度から薬学部に製薬佑学斜（募集人員50
名〉が新設され，薬学制の募集人員は50名（30名減
〉に変更される予定。 くなお，製薬佑学斜の入学志
願者は阻和41年1月以降に「募集要項」を請求の乙
と〉
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第69～71号

昭和4 1年度

難経営短期大学部学生募集要項（按粋〉

① 募集人員
経営糾（第2 部〉 80名

① 出願期限
昭如41年2月22日（火〉から3月3日（木〉まで。
（受付は日曜聞き毎問10時から午後 6時ま）
で， ただし，土曜は正午までとする。 ／ 

①検査日時

午前 9.00～10.00 国 宝ERIコ

3 月 16日
// 10.30～ 1 1.30 外 国 語

午後 0.30～1 . 30 
(7.)() // 2.00～ 3.00 

社 会

数 学
。 3.15～ 健康該断〈指定者のみ〉

④ 入試事務担当
富山 大学経営短期 大学部（学務係〉

＠ 合格者発表
3 月 25日〈金〉午後5時本学に掲示し，本人へ通知す
る。

① その他
入学志願に関する詳細については，富山大学経営短期 大
学部で交付する「学生募集要項」により承知されたい。

＜新任者＞
厚生課

職 員 消 息

技術員 福山 浩
文理学部

講 師 上村 直己
薬 学 部

助教授 塚田 欣司
工学 部

技能員 茶山 寛人
。 山田 知訓

＜改 姓＞
学 生課 事務官 草島 幸雄〈旧姓・刑部〉
文理学部 技能員 五十嵐清平〈グ 林 〉
附属中学 教 諭 久保 栄子（。 片山〉
附属学校 事務員 高桑 幸子〈。 平野 〉
薬 学 部 助教授 野 村 昇（。 高林〉

＜住所変更＞
庶 務課

事務官 野 口 隆

会計課
事務官 蓮田 初枝

文理学部
教 授 柴田 高年
助教授 間野 潜龍

。 中村 良郎
。 高木光司郎

講 師 宇尾野 逸作

事務官 清水タカ子
教育学部

助教授 小倉 玄吾
。 藤井 敏孝

事務員 高桑 幸子
経済学部

助教授 大 谷 明夫
助 手 妙見 孟

薬 学 部
教 授 大浦 彦吉
助教授 野 村 昇

。 日合 奨
工 学 部

事務員 近岡 忠夫
用務員 三上 はり

附属図書館
事務官 多賀 政信

。 細川 勝児
経営短 大

助教授 下川 幸一

学

＜住所地名・住居表示変更＞
文理学部

事務官 奥田 真一
教育学部

事務員 大房 進
経済 学部

事務長 有岡 進
工学 部

助 手 笹倉 寿介
経営短大

助教授 田村 茂夫
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報

主 要 日 誌

本 部
8 月 5・6日 文部共済北陸東海 地区体育大会（福井大〉

5 日 富山 大学歌作曲入選者表彰式
9日 新樹祭竣工・開寮式

17～27日 文部省人事事務研修会（本省会議室〉
18～20日 東海北陸 地区厚生補導職員研修会（金沢〉
20日 事務協議会
23 ～26日 学内事務職員研修会
27日 富山共済支部連協バレー 大会（本学体育館〕

9 月6・8日 R連盟ソフトボーノレ大会く不二越球場〉
6 ～25日 文部省会計事務特別研修会L東京学芸大〉
10日 評議会〈第 8回〉
17日 R I総合実験室運蛍委員会
20～25日 国立大学幹部職員研修講座（教育会館〉
21・22日 地区別会計事務職員研修会（青年の家〉
22日 全国施設主管課長会議（教育会館〉
27日 R I総合実験室運営委員会
29・30日 給与実施状況監査
29日1 東海北陸 地区国立学校庶務系事務職員研修会

10月 2 日j （国立中央青年の家〉
4 日学寮補導委員会
5・6日 東海北陸 地区国立学校庶務部課長会議（岐車

大〉
7 日 レクリエーシヨン委員会
7. 8日 富山共済支部連協ソフトボーノレ大会〔県営球

場〉
8日 東海北陸 地区国立大学長会議（名古屋 大）
11日 評議会（第9凹〕及び協議会（第1回〉
12日 R委の体育・文イじ両専門部会々議
13日 間 娯楽部会
14日 職員家族運動会運営委員会
14・15日 国立大学学生会館運曽協議会〔島板大〉

。 東海北陸 地区施設部課長会議（三重 大〕
16日 本部親和会レクリエ｛ジョン（太閤山鉱泉〉
20日 運動会運営委員会
2：・22日 東海北陸 地区国立大学学生部課長会議
23・24日 施設課レクリエーシヨン〈芦原温泉〉
25日 R連盟パレ｛大会（本学バレーコート〉
3 0日 授業料減免選考委員会

。 職員家族大運動会
31日 学内職員レクリエーシヨン釣 大会（新湊・堀岡）

｜文理学 部｜
8月14日 文理学部同窓会総会

間和 40年8月 一10月

15日 旧制富山高校同窓会総会
20日 立山研究室夏季開設終了
23日 学部補導委員会

9 月1 日 新旧学部長事務引継
グ 第14週授業開始
4・5日 秋季レクリエーシヨン（赤倉〉
8日 教授会，人事教授会
13日 学部予算打合せ会
14日 前期授業終了
16～29日 一般教育期末試験
21日 教授会，人事教授会， 選考委員会
26日 人事院初級試験（於， 文学和教室〉
27日 理学制教官会議
29日 学部 補導委員会

10月6・7日 有機反応機構J:ltli命会
8日 県教育委員会委員との懇談会
1 1・12日 全国文理学部長連絡協議会（弘前大学〕
12日 教授会，学部図書委員会
13日 後期授業開始
1 6日 英語・英文学談話会
26日 学内会計監査
27日 学部補導蚕員会

。 教授会， 人事教授会， 選考委員会

I�竺旦｜
8月 12日 予算委員会

18日 職業補導委員会
28・29日 学部レクリエーシヨン（山中温泉第1班〉

9 月1 日 人事教授会
6 日 職業補導委員会
8日 学部図書委員会

。 教務委員会
グ 教授会

11・12日 学部レクリヱ｛シヨン（山中温泉第2班〉
15日 人事教授会
22日 大学問題対策委員会
24日 教務・補導合同委員会

10月 4 日 教務・補導合同委員会， 教務委員会 ，教授会
6 日 人事教授会，附属学校長候補者選考委員会
7日 北陸 地区第2 部会保健体育糾研究協議会
11日 拡大教務委員会
12日 学部図書委員会
13日 職業補導委員会，補導委員会
15・16日 全国国立大学教育学部長会議
18日 富山県教育委員との就職懇談会
19日 選考委員会，拡大教務委員会

。 大学問題対策委員会
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20日 教務委員会， 人事教授会， 教授会
27日 臨時教授会

｜ 経済学 部｜
8月3 日 職業補導委員会

17日 ,,,, 

24日 財務委員会
9月2 日 第6回教授会

。 教務委員会
。 人事教授会
ペ7 学部運営委員会

....... ・f-

4・5日 職員レクリエーシヨン（浅間温泉〉
7 日 職業補導委員会
14日 財務・図書合同委員会
16～25日 前学期末試験
20日 教務委員会
21日 職業補導委員会
22日 臨時教務委員会
27・28日 臨時教授会

10月12日 専問教育課 程進学者オリエンテーシヨン
。 職業補導委員会
。 学部図書委員会

13日 後学期授業開始
14日 教務 委員会

。 第9回教授会
。 人事教授会

I＿！＿土� I
8月1 0日 第22回日本薬学大会準備委員会

16日 大学院薬学研究斜入学願書受付（ 9月15日まで）
！？日 教授会
30日 4年次前期末再試験

9月3日 薬学部創立75周 年記念事業実行委員会
4 日 遠久架寮お別れパーテイ
8 日 人事教授会， 教授会
18日 大学院薬学研究糾委員会
20・21日 大学院薬学研究糾入学試験
21日 大学院薬学研究斜委員会

グ 前学期授業終了
25日 大学院薬学研究斜入学許可者発表

。 日本薬学会北陸支部例会（当学部〉
27日 創立75周年記念事 業実行・編集部委員会

10月 1 日 3 年次前期未試験（9日まで〉
3 日 日中友好協会訪日団来学
4 日 2 年次前期末試験（9 日まで〉
6～8日 国立大学薬学部事務長 会議（千葉大学〉
13日 学部図書委員会
14日 教授会

報 第69～71号

15日 専門教育課 程進学オリエンテーシヨン
16日 後学期授業開始
23日 薬学部創立75周年記念式
27～29日 第21回日本薬学大会〈徳島市〉

｜工 学 部 ｜
8月27日 広岡教授ミシガン大学へ留学のため高岡出発

31日 学部補導委員会
9月！日 教授会， 専任教授会

22日 ，，，， ,,,, 
10月6 日 専任教授会， 教官 懇談会

15日 2 年次学生のオリエンテーシヨン
グ 教授会， 学部補導委員会

20 日 。 教官 懇談会
27日 教官 懇談会
28日 本省会計課 総務班専門職員来学

。 北陸財務 局富山財務 部司計係 長ら来学

｜附属図書館｜
8月6 日 公共図書館研究集会（県民会館〉
9月1日 時間外開館開始

2 日 県図書館協会理事会（県立図書館）
。 日本歌謡学会一行40名へ／レン文庫見学
14日 ヘノレン文庫所 蔵品目点を10月4日まで東京西部

百貨店の「へ／レン展」へ出品のため貸出。
26日 職員vクリエ｛ジョン（宮崎海岸， 小川温泉〉
29日 1 全国公共図書館研究集会（県民会館〉

10月！日J
3 日 中日友好協会訪日代表団揚康禁氏らヘルン文庫

視察
1 1～28日 第4回図書館技術講習会〈県立図書館〕
12～15日 大学図書館職員講習会（東京大学〕
14日 事務 打合せ会（第4回〉
15日 県図書館協会理事会（県立図書館）
26～29日 大学図書館職員講習会（岡山大学〉

｜経営短期大学部｜
8月14～16日 ワンゲノレ薬師登山

19～22日 。 剣登山
9月7 日 夏季休業終了

9～15日 学期沫試験
19～23日 学生ドライプ（紀伊半島1 周 〕
29日 授業料減免選考委員会

10月 1日 後学期授業開始
1～7日 聴講生入学受付
15日 教官 会議
19日 宇
24日 運動会〈学友会主催〉
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